
















ンティア 66 名（平均年齢 66.1±6.9 歳，男性 16 名，女性 50 名）である．評価
には，Mini-Mental State Examination(MMSE）,改訂長谷川式簡易知能検査スケ
ール（HDS-R）を実施した．本研究では，①MMSE と HDS-R におけるカットオフ値
（MMSE23/24，HDS-R20/21）以下の該当者割合を求めた．②MMSE の平均値－１SD
を算出し，それ以下の該当者数から軽度認知機能低下者の割合を求めた．その
結果，①では，MMSE，HDS-R のカットオフ値以下は 66 名中 4 名（5.0％）が該当
した．②では，MMSE の平均値－１SD は 26.2 点，26/27 がカットオフ値であり，












以上で 4～6％，85 歳以上では 22～30％に上昇する 1）．  
わが国では，これまでの調査から認知症有病率は５％前後と推計されているが，今後高
齢者人口が増加することから認知症対策が課題となっている 2）．  







トに新たに 11 分野を加えた独自の調査票を活用している 5）．また，東京都荒川区では，
健診受診の啓蒙活動に重点を置き，受診者の増加が特定高齢者の抽出につながったとして
いる．これに対し，厚生労働省でも基本チェックリストの判定基準を緩和するなどの改善








































的とし，２つの分析を行った．①ボランティアの MMSE と HDS-R において認知症のカットオフ値
（MMSE23/24，HDS-R20/21）以下の該当者数から認知症ハイリスク者の割合を求めた．②ボ






分析結果を図１に示した．①では，MMSE のカットオフ値である 23 点以下は３名，HDS-R の
カットオフ値 20 点以下は１名で 66 名中４名（５％）が認知症ハイリスク者に該当した．②では，
ボランティアの MMSE の平均値－１SD は 26.2 点，26/27 がカットオフ値と算出された．






























藤原らの報告では，地域在住高齢者 1,527 名を対象に，MMSE 平均値－1SD を認知機能
低下（MCI 相当）としてスクリーニングしたところ 371 名（24.0%）が該当し，その内いわゆる認知
症ハイリスク者に相当する重度が 9.0%，軽度認知機能にあたる軽度が 15.0%であった 7）．本研
究において，認知症ハイリスク者は 5.0%，MMSE 平均値－１SD の認知機能低下相当は 21.2%
の計 26.2%が該当した．つまり，本研究の対象者である一般高齢者施策参加の地域在住高齢
者にも先行研究とほぼ同等の認知機能低下（MCI 相当）が含まれていた．  
軽度認知機能低下（MCI）について Petersen らは，MCI患者 66人を追跡調査した結果１年
当たり 12.0%がアルツハイマー型認知症（以下，ATD）に進行したと報告している 8）．また，
Tierney らによると 107 名の MCI 患者を 2 年間経過観察したところ 27%が ATD に進行した 9）．
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